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1 は じめ に

近 年 医 療 技 術 の 進歩 に よ り、 入院 患 者 と くに 術 後 患 者 の早 期 離 床 の 利点 と し

て 呼 吸器 合 併 症 の予 防 、 胃 。腸 管 嬬 動 運動 の促 進 、 関 節 拘 縮 0筋 肉 萎 縮 の 予 防 、

末 梢 循環 不 全 ・ 静 脈血 栓 ・ 褥 創 の予 防 、 回 復 へ の 意 欲 を 高 め る な ど と され 、 早

期 離 床 。日常 生 活 行 動 拡 大 が奨 励 され てい る。

ま た、 社 会 の 高 齢 化 な どに よ り厚 生 省 が 打 ち 出 した 医 療費 削 減 策 、 寝た き り

防 止 が課 題 とな って い る 。

これ ま で 姿 勢 と健 康 に 関 して の研 究 、 著 書 は か な りみ られ る が 、 患 者 の 早 期

離 床 。日常 生 活 行 動拡 大 に と も な う姿 勢 に つ い て は 、 離 床 の 時 期 と方 法 に つ い

て 患 者 に と らせ る 体位 の 順 序 と して 示 され た も の が 多 く、患 者 の 生 活 行動 の 中

で の 姿勢 と して 捉 え た も の は ほ とん ど見 られ な い 。

そ こで 我 々 は 、 入院 患 者 の 中 で早 期 離 床 が必 要 な 開 腹 手術 を 受 け る 患者 を 対

象 と して 、 術 前 ・ 術直 後 ・ 回 復 期 に つ い て 縦 断 的 、 継 続 的 に 経 過 を 追 って 調 査

し、 患者 の 早 期 離 床・ 生 活 行 動 拡大 の 観 点 か ら、 患 者 の とる 姿 勢 、 行 動 内 容 、

行 動 場所 に つ い て患 者 側 か ら把 握 す る こ とに した 。

そ の上 で 各 時 期 にお け る患 者 が取 りや す い姿 勢 や 行 動 の特 徴 を 明 らか に し、

患 者 に と つ て 安 楽 で回 復 。自立 を促 す 援 助 、快 適 な 入 院 生活 を 支 援 す るた め の

看 護 方 法 の 改 善 お よび 病 院 環 境 作 りを 目的 として 本 研 究 を行 つ た 。 な お、 本 研

究 の 目的 と流 れ は 図 1.1に 示 す 通 りで あ る。
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